
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1７５号 平成 2７年１月 発行 

公益財団法人 屋久島環境文化財団   ℡42-2911 FAX49-1018 

自然・文化体験セミナー 参加者大募集！！ 

屋久島感動めぐり       

～冬の恵みに触れる 1 日～ 
 

タンカン収穫やハンドメイド体験をしてみません

か？親子での参加も大歓迎です。 

 

日 時：２月８日（日）9：00～1６：３0 

対 象：小学生以上（小・中学生は保護者同伴）

参 加 費 ：１，500 円（昼食代・保険料込み）

※親子で参加の場合は小・中学生半額 

定 員：２０名 

申込締切：1 月２５日（日）先着順 

★申込・お問い合わせ★ 

 研修センター Tel：46-2900 担当：今村 

屋久島ガイドセミナー 

エコツーリズムの理念やインタープリテーション

の手法など、ガイドとしての基本的な知識や技術に 

関する講習です。 
 

期 日：平成 27 年 1 月 24 日(土)・25 日(日)

場 所：宮之浦保健センター 

参 加 費：９，000 円 

（全日程を受講し、修了証が必要な場合）   

※１単位ずつ受講できるようになりましたので、

各受講料はお問い合わせ下さい。 

申込締切：平成 27 年 1 月 16 日（金） 

★申込・お問い合わせ★ 

 研修センター Tel：46-2900 担当：早崎 
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第６回屋久島研究講座 

屋久島の法華宗と一品法寿大権現 
～宝珠と法寿の違いとは～ 

 

講  師：渡邊 智旭氏（久本寺内） 

日  時：平成２７年１月１７日（土） 

１９：００～２０：３０ 

 場    所：屋久島環境文化村センター(宮之浦) 

 主    催：公益財団法人屋久島環境文化財団 
 

※受講証明書が必要なガイドの方は、前日までに 

文化村センターにご予約ください。 

★申込・お問い合わせ★ 

文化村センター Tel：4２-2900 まで   

 

 オフロードポタリング 

屋久島の林道を自転車で走りながら自然観察を行

います。新たな発見をしてみませんか？ 
 

日 時：２月１１日（水）9：00～1６：０0 

対 象：小学５年生以上 

（小学生の参加は保護者同伴） 

参 加 費：500 円（保険料・飲物代等）    

定 員：２０名 

申込締切：２月５日（木）先着順 

★申込・お問い合わせ★ 

 研修センター Tel：46-2900 担当：小西

※貸出用の自転車をご用意しています。（無料）

椋鳩十生誕１１０周年記念特別企画のお知らせ

屋久島環境文化村センターにて屋久島にゆかりのある児童 

文学者 椋鳩十さんの企画イベントを下記のとおり開催します。
 

①特別講演会「椋鳩十と屋久島」（第７回屋久島研究講座） 

  講師 畠野 洋子氏（椋鳩十文学研究家） 

  期日 平成 27 年 1 月１８日(日) 

     13:30～14:30  
②紙芝居 「つるかえる」「かわうそ」「白いオウム」 
  期日 平成 2７年 1 月１８日(日)・２月１１日(水)祝日 
     15:00～15:20       10:00～10:20 
③アニメ上映会「片耳の大シカ」「チビザル兄弟」 
  期日 平成 2７年 1 月１８日(日)・２月１１日(水)祝日 
     15:30～16:30      10:30～11:30 
④特別企画展 
  期間 平成 27 年 1 月１１日(日)～２月１４日(土) 



～インストラクター便り～ 

「まるりん流 美味しいかからん団子の作り方」  研修課インストラクター 工藤 雄太 

 
新年あけましておめでとうございます！新しい年が始まりましたね。 

「まるりん流 美味しいかからん団子の作り方」をご紹介します。 

 まずは材料集め！ヨモギとカカラの葉（サルトリイバラ・サツマサンキライ）を採集します。ヨモギは日の

当たる場所に生えています。茹でるとかさが減るため、多めに採集しましょう。カカラは道端の木を注意深く

観察していると蔦が絡まっているはず。どちらとも春先に柔らかく奇麗なものが多いです。 

                 次にヨモギを入念に洗い重曹といっしょに茹でます。茹であがったら水

をよく切り、使う分だけフードプロセッサーへ投入。なければ包丁で細か

く刻んでもＯＫ！残りは冷凍保存。刻んだものと少量のお湯をすりばちに

入れ、すりこぎながら砂糖・塩・もち米粉の順で材料を投入し、水の量を

調節して好みの硬さにします。 

  それらをカカラの葉に適量をのせ、葉の大きいものは半分に折りたたん

で、小さいものは２枚でサンドして蒸し器で蒸しあげればキマリ！かから

んだんごの完成です！！ヨモギを練餡やさつまいも、かぼちゃに変えても

Ｇｏｏｄ！包む葉っぱをヤブニッケイに変えればケセン団子になります。

  それでは皆さんもおいしい団子を作ってくださいね！ 

材料 

 よもぎ     200ｇ 

 もち米粉       200ｇ 

 砂糖           200ｇ 

 かからの葉     10 枚程

度 

 塩             少々 

 重曹      適量 

 

 

 

 

【屋久島を想う】9７ 

 

「トレッキングと 

フラダンスと・・・」 
 

総務企画課長補佐  

永吉 大一 
  

私は、今年の４月に県庁から異動でやってくるま

で屋久島のことは余り詳しくありませんでした。し

かし、前の職場に、かつて町役場で駐在勤務したこ

とのある水産の技術者が数名おられて、私の異動が

発表されると一同に「いいねー！」、「屋久島パラ

ダイス！」と、自分のことのように喜んでください

ました。 

 そうして、時が過ぎ、屋久島に来て初めて知る楽

しみをいくつか見つけました。 

一つ目は、やはりトレッキングです。白谷雲水峡

の原生林が一番のお気に入りです。毎回、沢のせせ

らぎと深緑の世界に心酔しています。しかも、少し

頑張れば太鼓岩からの大パノラマも待っています。

 二つ目は、フラダンスです。夏から秋にかけての

イベントで数回拝見しましたが、素晴らしい笑顔で

踊っている様子を眺めていると、何故かこちらまで

幸せな気持ちになります。機会を見つけては観に行

っているところです。 

 その他、懐かしい情緒に溢れる里の散策など楽し

みの種は尽きず・・・。ついては、先達の「いいね

ー！」の言葉が折に触れ思い出される屋久島の日々

です。 

◇◆関東屋久島会開催◇◆ 
 

１１月３０日（日）に関東屋久島会が開催され、

参加者の皆様より、３３，９２８円の山岳部保全募

金を頂き、山岳部利用対策協議会へお届けしました。

ご協力ありがとうございます。 

☆★☆財団の活動報告☆★★ 

 

◇◆クリスマス上映会◇◆ 
 

１２月２１日（日）に環境文化村センターにてク

リスマス上映会を実施しました。クリスマスの衣装

を着たまるりんのお出迎えもあり、館内は大賑わい

でした。当日は、２回の上映で合計４４５人の方が

クリスマスのひと時を過ごし、 

まるりんもたくさんの子ども 

たちに会えて、とてもうれし 

そうでした。 

 

◇◆第５回屋久島研究講座◇◆    

12 月 6 日（土）に屋久島研究講座を開催しまし

た。 

屋久島地図の作製者である太田五雄氏に、永年屋

久島で行ってきた山岳部の研究の成果について発表

していただきました。地図上で使う山や、沢などの

名称について、名称のつけられた経緯や、過去の変

           遷などわかりやすくお話 

いただきました。会場外 

には絵地図や、著作物な 

どの展示も行い、多くの 

方が興味深くご覧になっ 

ていました。 

休館日のお知らせ 

文化村センター 1/20(火)・2/15(日)～2/28(土)はメンテナンスのため休館します。  

研修センター   1/12(月)・1/26(月)・2/2(月)・2/9(月)・2/16(月)・2/23(月) 
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